
 

 

 

 

 

 

 

 

 

日日野野市市  

 

ご
み
減
量
啓
発
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー 

帰
って
き
た
ぞ
う
＆
も
ぐ
ち
ゃ
ん 

仙
台
市
へ 

ご
み
処
理
支
援  

去
る
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
。
多

摩
地
域
で
も
震
度
５
弱
を
観
測
し
ま
し
た
が
、
当
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
被
害
は
な
く
、
安
定
稼
動
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
後
の
一

時
的
な
ガ
ソ
リ
ン
（
燃
料
）
不
足
の
時
も
、
収
集
業

者
と
一
丸
と
な
っ
て
燃
料
確
保
に
努
め
、
収
集
体
制

を
崩
さ
ず
に
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

し
か
し
、
東
北
地
方
で
は
未
曾
有
の
被
害
で
し

た
。
こ
の
復
旧
・
復
興
に
少
し
で
も
お
役
に
立
と
う

と
、
市
で
は
宮
城
県
仙
台
市
に
職
員
を
派
遣
し
て
災

害
ご
み
の
処
理
を
支
援
す
る
こ
と
と
し
、
当
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
の
職
員
４
人
が
赴
き
ま
し
た
の
で
ご

報
告
し
ま
す
。
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

派
遣
期
間 

４
月
17
日
出
発
・
23
日
帰
京 

派
遣
車
両 

２
㌧
ダ
ン
プ
１
台
、
ワ
ゴ
ン
車
１
台 

活
動
内
容 

①
仙
台
市
民
が
公
園
に
持
ち
込
ん

だ
災
害
ご
み
を
手
積
み
し
、
同
市
の

清
掃
工
場
へ
運
搬
（
１
日
４
往
復
・

５
日
間
計
で
約
８
㌧
分
）
②
被
災
地

現
地
調
査
（
津
波
に
よ
る
被
害
状
況

確
認
、
避
難
所
訪
問
等
） 

ま
た
、
「
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
地
元
環
境
対
策
委

員
会
」
は
、
地
域
住
民
の
親
類
・
知
人
に
被
災
さ
れ

た
方
が
い
る
こ
と
を
考
慮
し
、
毎
年
恒
例
の
「
根
川

桜
ま
つ
り
」
を
今
年
は
中
止
し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ

た
方
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
、
一
日
も
早
い

復
興
を
お
祈
り
し
ま
す
。 
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小
金
井
市
・国
立
市
の 

家
庭
か
ら
出
さ
れ
た 

可
燃
ご
み
の
処
理
を
支
援 

 

二
枚
橋
衛
生
組
合
の
解
散
に
よ

り
処
理
で
き
な
い
小
金
井
市
の
可

燃
ご
み
を
、「
多
摩
地
域
ご
み
処
理

広
域
支
援
体
制
実
施
協
定
」
及
び

緊
急
的
・
人
道
的
な
見
地
か
ら
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
地
元
環
境
対
策

委
員
会
の
合
意
を
得
て
、
平
成
22

年
度
も
受
け
入
れ
ま
し
た
。
搬
入

は
６
～
８
月
と
１
～
２
月
の
５
か

月
間
で
、
合
計
２
千
447
・
２
㌧
の

処
理
量
で
し
た
。
な
お
、
小
金
井

市
は
多
摩
川
衛
生
組
合
に
も
支
援

を
依
頼
し
て
い
ま
し
た
が
、
多
摩

川
衛
生
組
合
で
の
施
設
事
故
に
よ

る
緊
急
稼
動
停
止
が
あ
っ
た
の

で
、
当
市
が
増
量
し
て
支
援
を
行

な
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
同
じ
多
摩
川
衛
生
組
合

加
盟
の
国
立
市
の
可
燃
ご
み
も
、

７
月
の
１
か
月
間
で
607
・
94
㌧
受

け
入
れ
ま
し
た
。 

手積みで災害ごみを搬出する当クリーンセンターの職員 



                     

 

 

 

 

 

申込み・問合せ先 日野市環境共生部クリーンセンター 
〒191－0021 東京都日野市石田 1－210－2 

☎ 042-581-0444 FAX 042-586-6606 http://www.city.hino.lg.jp/ 

「クリーンセンター」に関するご意見・ご要望もお待ちしています 

■ 月曜日～金曜日 45 分間程度 ※予約制 

※ご希望日時をご相談ください 

クリーンセンターへ見学に来ませんか 
 

1 人 1日あたりのごみ量 700ｇを割る！ 

～平成 22年度のごみ量報告～ 

 

平成 22 年度の市民１人１日あたりの総ごみ量（資源物や持込ごみ量を含む）は、697g となりました。

平成 21 年度と比較すると 24g 減になり、平成 12年のごみ改革後最小のごみ量になりました。 

また、平成 21 年度より人口が増えたにもかかわらず、ごみの量は 1,208t 減りました。ごみ排出量

が少ないことは、クリーンセンターでの処理量が少ないことにつながり、施設稼動の負担が軽減され

る利点にもなります。ご協力ありがとうございました。 

 可燃ごみ 不燃ごみ 粗大ごみ 有害ごみ 資源物 

平成 22 年度 27,196ｔ 5,914ｔ 1,744ｔ 75ｔ 10,307ｔ 

21 年度との比 4％減 1％増 15％増 3％増 3％減 

粗大ごみは、処理量が 21 年度に比べて 15％増量しました。まだ使える物はリユース（再使用）す

るように啓発して参ります。 

一方、資源物は全体で３％減量することができました。これは、昨年 4 月から開始した「容器包装

お返し大作戦」にご協力いただいた成果です。お陰様で市の処理量がペットボトルは約 25％、トレー

類は約 30％削減することができました。 

公害防止に関する測定結果 

(最新版) 

当クリーンセンターの公害防止に関する最新の測定結果は下記のとおりです。各項目とも法規制

値を下回っています。 

排ガス測定 単位 
測定値 

法規制値 
1 号炉（H23/4/6） 2 号炉（H23/6/2) 

窒素酸化物(12％換算値) ppm 91 110 250 

硫黄酸化物 ㎥Ｎ／ｈ 0.25 0.31 32 33 

ばいじん量(12％換算値) ｇ／㎥Ｎ 0.002 0.002 0.08 

塩化水素(12％換算値) ppm 34 45 430 

ダイオキシン類 ng-TEQ／㎥Ｎ 
0.033 

（H22/9/3） 
0.059 

（H22/11/4） 
1 

※ ppm とは、100 万分の 1を表す単位です。 

※ ㎥Ｎ（ノルマル立法メートル）とは、標準状態（0℃、1気圧）における気体の体積を表す単位です。 
※ TEQ とは、ダイオキシン類の中で最も毒性の強い 2,3,7,8-四塩化ジベンゾーパラージオキシンに毒性等価換算し

たものです。 

※ 不検出とは、分析の限界数値を下回っていることを指し、０ということではありません。(今回は該当なし) 
 

 


